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研究課題名

抗セントロメア抗体陽性シェーグレン症候群患者における臨床像とその病態解明に関する
研究
研究責任者名 広島大学病院 リウマチ・膠原病科 准教授 平田 信太郎
研究期間 202 0年7月8日（倫理委員会承認後） ,,...,_, 2 024年3月31日
対象者

2009年1月,,...,_,2023年3月の間に、 広島大学病院 リウマチ・膠原病科と歯科を受診した方i

で、シェ ーグレン症候群を疑い、検盃・診療を行った患者さんを対象とします。 ．

意義・目的
現在、日本でのシェーグレン症候群の診断は一般臨床においても指定難病の申請においても厚生

労働省研究班が1999年に発表しているジェ ーグレン症候群改定診断基準に基づいて行われてお
ります。 この基準では、 血液検査の項目は抗SS-A抗体と抗SS-8抗体のみであり、抗セントロ
メア抗体は診断基準の項目に採用されておりません。

抗セントロメア抗体陽性シェ ーグレン症候群の存在が専門家の中では知られておりますが、認知
度が低いのが現状です。そのため、現行の基準では抗セントロメア抗体単独陽性のシェーグレン症
候群は診断基準を満たしにくく、患者さんの中でも診断がつかす症状を理解してもらえない方も相
当数いるのではないかと予想されます。

そこで、本研究では抗セントロメア抗体陽性のシェ ーグレン患者の臨床症状、検奎、病理の 特徴
を調盃することにより、疾患を広く啓蒙し、より正しく診断されることを目標と致します。

方法

本研究は、 広島大学病院 リウマチ・膠原病科および歯科を受診した患者さんの中でシェ ーグ
レン症候群を疑って精査を行った方や、血液検奎で抗セントロメア抗体陽性を認めた患者を対象と
致します。 カルデ情報を元に、抗セントロメア抗体陽性の有無、抗SS-A抗体、抗 ss�s 抗体を
始めとした自己抗体の情報、シェ ーグレン症候群に 認める眼球乾燥症状や検査結果、口腔内乾燥症
状や唾液分泌量の検奎、口唇生検等の組織病理結果、唾液腺造影、唾液腺シンチの結果を集積しま
す。

また、シェーグレン症候群以外の抗セントロメア抗体陽性となる全身性強皮症、＇原発性胆汁性胆
管炎、、橋本病などの甲状腺疾患の合併の有無やこれらの疾患の情報も評価します。

対象となった患者さんの通常診療で行った血液検奎の残りで、バイオマーカ ー を測定し、他のデ
ー タとの関運についても調べます。
（個人を特定可能な情報は解析に用いません）

共同研究機関
広島大学病院 リウマチ・膠原病科と歯科のみで研究を行います。

試料・情報の管理責任者
広島大学病院 リウマチ・膠原病科 准教授 平田信太郎
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